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学
部
生
約
30
名
が
所
属
す
る
研
究
会
と
大
学
院
生
6
名
で
構
成
さ
れ
る
研
究
室
で
は
、
政
策
効
果
を
定
量
化
し
、

社
会
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
（Evidence-Based Policy-M

aking

）
の
実
践
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

中な
か

嶋じ
ま

　
亮り

ょ
う  

経
済
学
部　

教
授

　

近
年
、
政
策
効
果
を
実
証
的
に
示
し
、
政

策
実
施
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
と
い
う

﹁
証
拠
に
基
づ
く
政
策
決
定
（
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
）﹂

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
が
専
門
と
す
る

実
証
経
済
分
析
は
、
経
済
理
論
を
基
に
し
た

人
々
の
意
思
決
定
モ
デ
ル
を
個
人
単
位
の
デ

ー
タ
か
ら
検
証
し
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
礎
と
な
る

実
証
的
証
拠
を
提
供
す
る
学
問
分
野
で
す
。

　

当
研
究
会
・
研
究
室
は
実
証
経
済
分
析
の

ツ
ー
ル
を
使
っ
て
政
策
効
果
を
定
量
的
に
計

測
し
、
社
会
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
Ｅ
Ｂ

Ｐ
Ｍ
の
実
践
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
特

徴
は
以
下
と
な
り
ま
す
。

⑴
主
体
的
な
学
習
:
学
生
は
教
員
指
導
を
基

礎
に
し
つ
つ
も
自
ら
考
え
て
学
ん
で
い
ま

す
。
研
究
会
・
研
究
室
に
お
け
る
私
の
主

要
な
仕
事
は
学
習
環
境
の
構
築
で
あ
り
、

学
生
は
個
人
学
習
ま
た
は
学
生
勉
強
会
を

通
じ
て
、
因
果
推
論
や
構
造
推
定
と
い
っ

た
高
度
な
計
量
経
済
分
析
の
技
法
、
機
械

学
習
や
自
然
言
語
処
理
と
い
っ
た
最
新
の

計
算
機
技
術
を
習
得
し
て
い
ま
す
。

⑵
自
由
な
研
究
課
題
:
学
生
は
実
証
経
済
分

析
の
手
法
を
適
切
に
使
い
正
し
く
論
証
を

す
る
限
り
、
ど
の
よ
う
な
研
究
対
象
を
選

ん
で
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私

自
身
は
、
知
識
経
済
学
に
興
味
が
あ
り
、

知
識
波
及
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
政
策

を
中
心
に
研
究
し
て
い
ま
す
が
、
学
生
の

研
究
テ
ー
マ
は
産
業
政
策
、
医
療
問
題
、

女
性
労
働
、
ス
ポ
ー
ツ
興
行
と
広
い
分
野

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

⑶
協
働
を
重
視
:
学
部
生
は
数
人
の
グ
ル
ー

プ
で
同
一
の
研
究
課
題
に
取
り
組
み
、
塾

内
外
の
他
研
究
会
と
の
合
同
報
告
会
で
研

究
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
大
学
院
生
は
個

別
の
研
究
を
推
進
し
な
が
ら
も
塾
内
外
の

研
究
者
と
積
極
的
に
共
同
研
究
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
研
究
室
内
の
共
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
行
動
制
限
が
人
々
の
精
神
衛
生
に
与

え
る
影
響
を
定
量
化
し
、
私
と
大
学
院
生

数
名
で
共
著
論
文
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

多
様
多
才
な
若
者
と
一
緒
に
学
び
真
理
を

探
究
で
き
る
こ
と
は
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。

今
後
も
一
丸
と
な
っ
て
実
証
経
済
分
析
を
実

施
し
、
政
策
評
価
の
た
め
の
科
学
的
な
証
拠

を
提
供
し
て
い
き
た
く
思
い
ま
す
。

　中嶋亮研究会・大学院研究室では応用計量経済学を研究領域と
しており、研究会では３年次にグループで三田祭論文を執筆し、
４年次に１人で卒業論文を書き上げます。大学院研究室では先生
との共同研究や自身の研究を進めながら、おのおのの研究や分析
手法について意見を交わし合っています。実証分析の手法は近年
発展が進み、データの背後のメカニズムを推計することで実際に
は起こらなかった仮想的な状況を再現し、現実との比較ができる
など政策評価を行う上で強力な手段となります。しかし先生や先
輩方からはその手法だけにとらわれず、その結果の経済学的・社
会的意義を強く意識するよう指導を受けています。

経済理論に基づいた実証分析
北
きた

川
がわ

　慶
けい

君　経済学研究科修士課程２年

政策評価のための実証的証拠を提供する
半教半学
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整
形
外
科
学
教
室
は
脊
椎
（
せ
ぼ
ね
）、
四
肢
の
疾
患
や
外
傷
に
よ
る
痛
み
、
機
能
障
害
の
あ
る
患
者
の
方
々
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
の
た
め
に
診
療
・
研
究
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

松ま
つ

本も
と

守も
り

雄お  

医
学
部
（
整
形
外
科
学
）　

教
授

　

整
形
外
科
は
脊
椎
・
四
肢
の
骨
、
筋
肉
、

関
節
、
神
経
、
靱
帯
な
ど
体
を
動
か
す
臓

器
（
運
動
器
と
呼
び
ま
す
）
の
疾
患
や
外

傷
の
予
防
と
治
療
を
担
う
診
療
科
で
す
。
子

供
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
世
代
が
治
療

の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
社
会
の
急
速
な

高
齢
化
を
背
景
に
近
年
高
齢
患
者
の
数
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
た
び
運
動
器
疾

患
に
か
か
る
と
、
痛
み
、
麻
痺
、
関
節
の

動
き
の
制
限
、
体
の
変
形
な
ど
に
よ
り
歩

く
、
走
る
、
も
の
を
持
つ
な
ど
日
常
生
活

動
作
の
不
便
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
生
活
の
質

（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
が
著
し
く
低
下
し
ま
す
。
整
形

外
科
学
教
室
で
は
脊
椎
、
上
肢
、
下
肢
、
腫

瘍
の
４
つ
の
診
療
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

ま
ず
は
薬
や
注
射
な
ど
に
よ
る
保
存
療
法
を

行
い
、
無
効
の
場
合
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
手
術

を
行
っ
て
い
ま
す
。
慶
應
義
塾
大
学
病
院
で

は
年
間
２
０
０
０
件
を
超
え
る
全
国
で
も
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
質
と
数
の
整
形
外
科
手
術
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
脊
椎
や
関
節
の
内
視
鏡

を
用
い
た
患
者
負
担
の
少
な
い
手
術
、
脊
椎

の
曲
が
り
を
矯
正
す
る
側
弯
症
手
術
、
ロ
ボ

ッ
ト
を
用
い
た
精
密
な
人
工
関
節
手
術
な
ど

そ
の
技
術
も
急
速
に
進
歩
し
て
い
ま
す
。

　

診
療
に
加
え
て
運
動
器
疾
患
の
根
本
的
な

原
因
や
病
態
を
明
ら
か
に
し
て
、
よ
り
良
い

治
療
を
開
発
す
る
た
め
の
研
究
も
精
力
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用
い
た
脊

髄
再
生
、
将
来
の
腰
痛
治
療
を
目
指
し
た
椎

間
板
変
性
の
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
い
た

治
療
薬
の
開
発
な
ど
は
す
で
に
ヒ
ト
を
対
象

と
し
た
臨
床
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

他
、
骨
粗
鬆
症
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
廃
用
性

筋
萎
縮
、
側
弯
症
な
ど
幅
広
い
疾
患
の
病
態

解
明
を
目
的
と
し
た
分
子
生
物
学
的
研
究
に

加
え
、
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
研
究
室
で
は
ヒ

ト
の
関
節
や
脊
椎
の
動
き
を
動
作
解
析
装
置

や
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
画
像
を
用
い
て
計
測
し
、
手

術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
や
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
向
上
に
役
立
て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
社
会
実
装
す
る
た
め

に
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
立
ち
上
げ
た
メ
ン
バ
ー
も

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
整
形
外
科
学
教
室
で

は
﹁
動
け
る
体
を
取
り
戻
す
﹂
を
合
い
言
葉

に
、
誰
も
が
元
気
に
体
を
動
か
し
活
動
で
き

る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
教
室
ス
タ
ッ
フ
全

員
で
診
療
・
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　当教室では、脊髄損傷に対する再生医療の研究をはじめ、脊椎・
四肢の生体力学（バイオメカニクス）研究、筋肉・血管・神経の
ウェットバイオロジーなど多彩な研究を行っています。特に脊髄
の再生医療やバイオメカニクス領域は学位を取得された先輩も非
常に多く、国際学会での発表も豊富です。学位取得後に海外留学
される先生も多く、とても充実した指導を受けることができてい
ます。また、いずれの領域においても臨床実践につながる研究が
可能になっており、その後の臨床活動において強力なバックボー
ンとすることができ、長い医師人生において非常に有意義な４年
間になると思います。

基礎研究から臨床実践を目指して
瀬
せ

戸
と

貴
たか

之
ゆき

君　医学研究科博士課程４年（執筆当時）

動ける体を取り戻す

ゼミナール・研究室紹介


